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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 1,816 2.4 184 28.1 35 ― 61 ―
22年3月期第2四半期 1,773 △8.5 143 30.9 △58 ― △45 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 2,394.39 ―
22年3月期第2四半期 △1,785.93 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 5,176 3,580 69.2 140,007.19
22年3月期 5,183 3,589 69.3 140,366.88

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  3,580百万円 22年3月期  3,589百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 2,500.00 2,500.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 2,500.00 2,500.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,910 12.8 351 24.4 353 106.4 201 153.7 7,895.40



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し、予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい
ており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添
付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 27,200株 22年3月期  27,200株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  1,627株 22年3月期  1,627株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 25,573株 22年3月期2Q 25,718株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）におけるわが国経済は、企業の景況

感は緩やかな回復基調にあるものの、厳しい雇用環境やデフレ状況は依然続くなか、円高の進行もあり、景気の先

行きは、依然として不透明な状況となっております。 

 当業界におきましては、介護保険制度による車いす貸与件数が平成22年７月審査分では、528,000件で前年同月

比107.6％と堅調に推移しました。 

 このような状況のなか、当社グループは、福祉用具ＪＩＳマーク認証の追加認証を取得するとともに、介護保険

における貸与事業者向けに新製品を発売いたしました。利益面では、引き続き、当社グループの生産拠点である中

国において、原材料調達先の見直しや生産効率の向上による原価低減に努めてまいりました。 

 この結果、売上高につきましては1,816百万円（前年同期比2.4％増）、営業利益は184百万円（前年同期比

28.1％増）となりました。また、経常利益につきましては、為替差損及びデリバティブ評価損の計上などにより経

常利益35百万円（前年同期は経常損失58百万円）となり、四半期純損益につきましては、四半期純利益61百万円

（前年同期は四半期純損失45百万円）となりました。 

 セグメントの業績は、日本では、売上高1,805百万円（前年同期比2.5％増）、セグメント利益135百万円（前年

同期比17.0％減）、中国では、売上高626百万円（前年同期比21.7％増）、セグメント利益95百万円（前年同期は

セグメント利益0.4百万円）となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ、6百万円減少し、5,176百万円

（前期末比0.1％減）となりました。これは、主に配当金の支払等に伴う現金及び預金の減少によるものであり

ます。 

 負債合計は、前連結会計年度末に比べ2百万円増加し、1,596百万円（前期末比0.2％増）となりました。これ

は、主に長期為替予約に係るデリバティブ負債の増加によるものであります。 

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べ9百万円減少し、3,580百万円（前期末比0.3％減）となりました。こ

れは、主に配当金の支払に伴う利益剰余金の減少によるものであります。 

 以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ0.1ポイント減少し、69.2％となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度

末に比べ147百万円減少し、1,081百万円（前年同期は1,255百万円）となりました。 

   当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果、獲得した資金は、33百万円（前年同期は19百万円の使

用）となりました。これは、主に売上債権の減少額が37百万円あったことによるものであります。 

  （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果、使用した資金は、47百万円（前年同期は７百万円の使 

用）となりました。これは主に定期預金の預入による支出が26百万円あったことによるものであります。 

  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果、使用した資金は、124百万円（前年同期は52百万円の

獲得）となりました。これは、主に配当金の支払額が64百万円あったことによるものであります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の通期の連結業績予想については、おおむね当初の予想通りに推移すると見込んでおり、平成22

年５月14日に開示いたしました「平成22年３月期 決算短信」からの変更はありません。 

 ドル建て仕入に係る為替変動リスクを低減する目的で締結した長期為替予約について時価評価により、当社グル

ープの財政状況に影響を及ぼす可能性がありますが、その場合にはすみやかに業績予想の修正を行う予定でありま

す。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

  当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め 

 られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。  

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

  該当事項はありません。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,201,775 1,322,620

受取手形及び売掛金 610,433 648,730

有価証券 10,168 10,163

商品及び製品 347,205 356,106

仕掛品 130,994 98,737

原材料及び貯蔵品 364,718 352,626

繰延税金資産 59,798 27,079

その他 233,269 102,735

貸倒引当金 △1,277 △1,324

流動資産合計 2,957,085 2,917,477

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 790,530 816,152

機械装置及び運搬具（純額） 165,245 169,504

土地 1,028,166 1,028,166

建設仮勘定 － 1,224

その他（純額） 18,642 21,639

有形固定資産合計 2,002,585 2,036,687

無形固定資産   

のれん 30,369 40,403

その他 15,702 16,213

無形固定資産合計 46,072 56,616

投資その他の資産   

投資有価証券 15,455 15,626

繰延税金資産 15,672 14,436

その他 139,830 142,450

貸倒引当金 － △17

投資その他の資産合計 170,958 172,496

固定資産合計 2,219,616 2,265,801

資産合計 5,176,701 5,183,278
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 128,365 83,683

短期借入金 838,500 857,500

1年内返済予定の長期借入金 58,557 72,212

リース債務 18,980 18,663

未払法人税等 11,909 13,138

賞与引当金 49,039 42,248

デリバティブ負債 78,714 59,143

その他 123,313 109,224

流動負債合計 1,307,380 1,255,813

固定負債   

長期借入金 50,204 74,475

リース債務 50,331 62,086

退職給付引当金 38,663 36,110

デリバティブ負債 126,230 80,646

長期未払金 362 56,911

負ののれん 23,023 27,628

固定負債合計 288,816 337,857

負債合計 1,596,197 1,593,671

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,484,550 1,484,550

資本剰余金 1,516,900 1,516,900

利益剰余金 757,356 760,056

自己株式 △136,696 △136,696

株主資本合計 3,622,109 3,624,809

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 53 348

為替換算調整勘定 △41,758 △35,555

評価・換算差額等合計 △41,705 △35,207

少数株主持分 100 4

純資産合計 3,580,504 3,589,606

負債純資産合計 5,176,701 5,183,278
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（２）四半期連結損益計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 1,773,518 1,816,734

売上原価 995,480 926,593

売上総利益 778,037 890,140

販売費及び一般管理費 634,345 706,105

営業利益 143,692 184,035

営業外収益   

受取利息 682 269

受取配当金 139 133

受取家賃 1,527 2,092

負ののれん償却額 4,604 4,604

その他 4,255 4,934

営業外収益合計 11,209 12,033

営業外費用   

支払利息 10,776 7,995

為替差損 60,523 84,737

デリバティブ評価損 141,502 65,154

その他 725 2,377

営業外費用合計 213,527 160,265

経常利益又は経常損失（△） △58,625 35,803

特別利益   

投資有価証券売却益 1,838 －

貸倒引当金戻入額 140 54

特別利益合計 1,978 54

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△56,646 35,858

法人税、住民税及び事業税 6,099 8,283

法人税等調整額 △11,869 △33,753

法人税等合計 △5,769 △25,469

少数株主損益調整前四半期純利益 － 61,327

少数株主利益又は少数株主損失（△） △4,946 96

四半期純利益又は四半期純損失（△） △45,930 61,231
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△56,646 35,858

減価償却費 43,814 43,250

のれん償却額 16,181 10,033

負ののれん償却額 △4,604 △4,604

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,022 △63

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,066 6,791

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,947 2,553

受取利息及び受取配当金 △822 △402

支払利息 10,776 7,995

為替差損益（△は益） 2,680 6,424

デリバティブ評価損益（△は益） 141,502 65,154

投資有価証券売却損益（△は益） △1,838 －

売上債権の増減額（△は増加） 11,717 37,445

たな卸資産の増減額（△は増加） 70,652 △42,531

仕入債務の増減額（△は減少） △68,444 20,068

長期未払金の増減額（△は減少） － △56,548

その他 △41,056 △82,812

小計 127,903 48,611

利息及び配当金の受取額 822 402

利息の支払額 △10,821 △7,931

法人税等の支払額 △136,955 △7,551

営業活動によるキャッシュ・フロー △19,051 33,530

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △70,896 △26,181

定期預金の払戻による収入 66,143 －

有形固定資産の取得による支出 △5,028 △19,743

無形固定資産の取得による支出 △570 △1,712

投資有価証券の取得による支出 △306 △325

投資有価証券の売却による収入 3,985 －

出資金の払込による支出 △1,000 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,673 △47,962

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 164,998 △19,000

長期借入金の返済による支出 △126,073 △31,894

セール・アンド・リースバックによる収入 96,204 －

リース債務の返済による支出 △8,579 △9,010

自己株式の取得による支出 △8,902 －

配当金の支払額 △64,972 △64,366

財務活動によるキャッシュ・フロー 52,674 △124,270

現金及び現金同等物に係る換算差額 271 △8,318

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 26,221 △147,022

現金及び現金同等物の期首残高 1,229,423 1,228,238

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,255,644 1,081,215
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 該当事項はありません。 

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 当社グループの主たる事業は、車いす製造、販売であり、製品の種類、性格、販売市場等の類似性から判断

して、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

（注）国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

  

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
日本 

（千円） 
中国 

（千円） 
計 

（千円） 
消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

 売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  1,760,807  12,710  1,773,518 －   1,773,518

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替額 
－   501,846  501,846 (501,846) －  

計  1,760,807  514,556  2,275,364 (501,846)  1,773,518

 営業利益  163,048  494  163,543 (19,850)  143,692
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、主に車いす等を生産・販売しており、国内においては当社及びランドウォーカー株式会社が、中

国においては漳州立泰医療康復器材有限公司及び厦門愛泰康復器材有限公司が、それぞれ担当しております。現地法

人はそれぞれ独立した経営単位であり、取り扱う製品について包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しておりま

す。 

 したがって、当社グループは、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」及

び「中国」の２つを報告セグメントとしております。  

   

２．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

  

３．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調

整に関する事項） 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

  

 （追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21

日）を適用しております。 

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

  （単位：千円）

  日本 中国 合計 

売上高       

外部顧客への売上高 1,805,689 11,044 1,816,734 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ 615,247 615,247 

計 1,805,689 626,292 2,431,981 

セグメント利益 135,393 95,117 230,511 

  （単位：千円）  

利益 金額   

報告セグメント計 230,511 

セグメント間取引消去 △10,545 

のれんの償却額 △10,033 

棚卸資産の調整額 △25,896 

四半期連結損益計算書の営業利益 184,035 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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